
頁 行 誤 正

7 上から5行目 ※追加 ニュートンによって1666年に発見された万有引力

10
下から12行目
（2.17）式

上から2行目 ※追加 ［J m
－３

］である（μ0は真空の透磁率）。

上から2行目、
5行目

B G B G

※G はイタリックではない

上から4行目 （μ0は真空の誘電率） （ε0は真空の誘電率）

33 問7.3 （7.8），（7.9）式を導け． （7.8）式を導け．　　※（7.9）は削除

39
40

図9.2、図10.1 縦軸
［×10

－9
］

スペクトル強度
※［×10

－9
］は削除

スペクトル強度［erg s
－1

 cm
－2

 Å
－1

］

47 上から10行目 惑星など太陽の周り公転する 惑星など太陽の周りを公転する

47 問11.1 表 冥王星の軌道長半径：39.393 au 冥王星の軌道長半径：39.861 au

74 下から9行目 違うことになる，（読点） 違うことになる．（句点）

上から17行目 主系列星（main sequenc star） 主系列星（main sequence star）

下から6行目 Ｉ（超巨星；supergaiant； Ｉ（超巨星；supergiant；

96 下から8行目 それぞれ21節で作成した近距離星と それぞれ22節で作成した近距離星と

25.1　下から8行目 およそ100億年である，（読点） およそ100億年である．（句点）

下から2行目 Hの外層が燃え尽きるまでこの状態が続く． Hの外層が徐々に宇宙空間に霧散していく．

105 図25.2

上から３行目 見かけの明るさが 見かけの等級が

上から６行目 33節の問33.1 33節の問33.7

111 下から4行目 まだ解いてない場合は1万 km ｓ
-1

まだ解いてない場合は4200 km ｓ
-1

上から15行目 質量が大きく高温の恒星 質量が太陽の数十倍以上もある高温の恒星

上から22行目 質量が小さく低温の恒星 質量が太陽程度から10太陽質量くらいの恒星の温度

下から10行目 観測的には冒頭に記したように 質量が太陽質量以上の主系列星では観測的には冒頭に記したよう
に

116 下から2行目 ｍ ｖを縦軸にとって， ｍ ｖ0を縦軸にとって，

121 下から2行目 （28.5）式がケプラーの第3法則に （29.5）式がケプラーの第3法則に

上から12行目 両方の星がロッシュポテンシャルより小さいもの 両方の星が内部臨界ロッシュローブより小さいもの

上から13行目 片方の星がロッシュポテンシャルを満たしているもの 片方の星が内部臨界ロッシュローブを満たしているもの

上から14行目 両方の星がロッシュポテンシャルを満たしているもの 両方の星が内部臨界ロッシュローブを満たしているもの

下から2行目 それぞれ地球と月を底辺とする それぞれ連星間距離a を底辺とする

145 34.3 演習
下から２行目

コンプトン散乱によって 逆コンプトン散乱によって

3行目 ※「…ヒアデス星団の運動速度を求めよ．」のあとに，右
の文を追加

なお，表 37.1 の固有運動の値は 1000 分の 1 秒角を 表す mas
単位（1 mas＝0.001″）になっていることに注意せよ．

20.19″ 20.19 mas

22.24″ 22.24 mas

20.97″ 20.97 mas

表37.1　6列目、
7列目の単位

[″/yr] [mas/yr]

星間ガス（ρ＝10
−24

 g cm
3
， 星間ガス（ρ＝10

−24
 g cm

−3
，

分子雲（ρ＝10
−21 

g cm
3
， 分子雲（ρ＝10

−21 
g cm

−3
，

174 図42.2 （a）星・惑星系の母体
　◆分子雲コアの各運動量分布

（a）星・惑星系の母体
　◆分子雲コアの角運動量分布

213
231

上から14行目
上から8行目

ハッブルの法則 ハッブル＝ルメートルの法則

218 図52.2
キャプション

点線；軟X線釣果成分 点線；軟X線超過成分

219 上から5行目 電離した降着円盤によるコンプトン散乱成分説や， 電離した降着円盤からの散乱（反射）成分説や，

225 問54.1 太陽の約30億倍と見積もられている 太陽の約65億倍と見積もられている

228 表55.1 ※表55.1に右の注釈を追加 ＊
EHT（53節）による観測からは，M 87の質量は太陽の約65億倍と

なった

257 上から3行目～
5行目

一方，右図の左上の領域では,……円軌道化され離心
率が小さくなるのだ.

※削除
（旧版の図についての説明が残ってしまっていたため）

269 付表8 冥王星の軌道長半径：39.35 au 冥王星の軌道長半径：39.86 au

【5節】 ※追加 問5.6　黒点の領域を，半径R  が数万km，厚みH  の円柱形状であ

ると仮定する．H が数万 km 程度であるならば，10
25 

J 程度のエネ
ルギーが得られ，フレア爆発のエネルギー源として可能である．

【5節】 問5.6：太陽から伸びている磁力線は 問5.7：太陽から伸びている磁力線は

【8節】研究1 （2）4×10
−14 

J m
−3

； 1×10 
−15

erg （2）4×10
−14 

J m
−3

，（3）1×10 
−15

erg，

（4）約400 光子 cm
−3

【11節】問11.1 冥王星 29.643 au，49.143 au；
セドナ 76.014 au，916.982 au

冥王星 29.744 au，49.978 au；
セドナ 78.943 au，914.05 au

【12節】問12.6 約20 km，約46 km 8.6 km，20 km

【16節】問16.4 γ＝1.05 の場合，E ＝1.58×10
11

 J；γ＝5/3 の場

合，E ＝−1.50×10
11

 J

γ＝1.05 の場合，E ＝1.00×10
11

 J kg
－1

；γ＝5/3 の場

合，E ＝−1.56×10
11

 J  kg
－1

【16節】問16.5 γ=1.05 の場合，v ∞=560 km s
−1

γ＝1.05 の場合，v ∞＝4.5×10
2
 km s

−1

【17節】問17.14 放射層は太陽半径の約70%を占め，t rad = 0.7 × (7 ×

10
8
)
2
/10

3
 = 約1000万年

太陽コアも対流安定であり，エネルギー輸送は放射拡散が担う．よっ
て，太陽半径の約70%に相当する領域（放射層と太陽コア）を光子が
拡散する時間は

　　　(0.7×7×10
8
)
2
/10

3
 ～2.4×10

14 
秒

と計算でき，年に換算すると約700万年になる．

【18節】問18.7 M 1−M 2＝ （5/2）log（L 2/L 1）−（B .C .1 −B .C .2) M V⊙−M V＝ （5/2）log（L /L ⊙）−（B .C .⊙ −B .C .)

【23節】問23.2 M67；5.8.  8.9×10
9
年 M 67；0.58， 8.9×10

9
年

【25節】問25.2 4.3×10
4 
年 1.0×10

4 
年

【30節】問30.1 白色矮星表面 5×10
6 
m s

－2
＝5×10

5 
G 白色矮星表面 3×10

6 
m s

－2
＝3×10

5 
G

【34節】
＊ 問34.1：地球（0.9 cm）, 問34.2：地球（0.9 cm）,

問34.2：2GM /c 3
； 問34.3：2GM /c 3

；

問34.4：昼間がなくなる， 問34.5：昼間がなくなる，

【41節】 問41.2：4.29×10
9
 H atoms cm

−3
問41.3：4.29×10

9
 H atoms cm

−3

【42節】 問40.2 問42.3

【42節】 問40.3 問42.5

【53節】演習2 （2）ｒ ｓ＝1.8×10
13

 m （2）ｒ ｓ＝2×10
13

 m

【54節】問54.1 約230倍 約49倍

2023/8/1

292

134

293

【34節】
＊

＊問番号のズレ

291

290

極・宇宙を解く―現代天文学演習　正誤表
本書の記述に誤りがございました。お詫びして訂正いたします。

158

下から3行目

289

23

103

114

109

171 問41.2

92
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